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単位：千円

事 業 名 補正予算額 説 明
(現計予算額)

【環境政策課】

新エネルギー導入戦 66,800 住宅用太陽光発電導入支援対策補助事業 66,800

略推進費 (22,852) 住宅用太陽光発電設備の普及を図るため、太陽光発電シス

テムを一般住宅に設置する者に対して、経費の一部を助成す

国 66,800 る。

0 → 66,800

地球温暖化対策推進 15,068 小学生のための温暖化学習普及推進事業 13,700

費 (29,221) 学習船「うみのこ」へ太陽光発電設備等を導入し、併せて

琵琶湖と地球温暖化の関係を学ぶ映像プログラムを作成する。

国 13,700 0 → 13,700

繰 1,368

試験研究費 22,370 船舶・機器等維持管理費 19,000

（琵琶湖環境科学研 (104,544) 県民の「安全・安心」を確保するため、大気汚染防止法に

究センター） 基づく有害大気汚染物質の監視に必要な測定機器を更新する。

国 19,000 52,231 → 71,231

測定機器の更新による増

繰 3,370

管理運営費 71,415 琵琶湖博物館施設改修事業 71,415

（琵琶湖博物館） (286,603) 琵琶湖博物館において、老朽化した収蔵庫系統の温水配管

の改修を行う。

国 71,415 17,112 → 88,527

設備の改修による増
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単位：千円

事 業 名 補正予算額 説 明
(現計予算額)

【琵琶湖再生課】

環境監視施設維持整 34,300 大気水質自動測定による常時監視 34,300

備費 (59,988) 琵琶湖環境科学研究センターの測定機器について、耐用年

数を超過したものについて更新を行う。

国 34,300 59,988 → 94,288

機器の更新による増

【循環社会推進課】

散在性ごみ対策事業 8,322 環境監視員の設置 8,322

費 (26,224) 緊急雇用対策として、県庁および各事務所に環境監視員を

設置し、定点観測・調査方法の見直し整理、街頭啓発・定点

繰 8,322 観測・アンケート調査・パトロール等を行う。

0 → 8,322

【森林政策課・

森林保全課】

湖国のみどりづくり 621,645 １ 森林整備加速化・林業再生基金積立金 502,927

推進事業費 (147,383) 平成21年度から平成23年度に実施する森林整備加速化・林

業再生に関する事業の実施に必要な経費に充てるため、第１

国 500,000 次分として基金を造成する。

0 → 502,927

財 2,927

２ 里山の安全・安心推進事業 48,358

繰 118,718 緊急雇用対策として、治山ダム、雪崩防止柵などの保安施

設について、安全・安心のための点検・測量を行う。

0 → 48,358

３ 林地保全調査事業 20,925

緊急雇用対策として、成熟期を迎えつつある森林の伐採方

法を検討するための現況基礎調査を行う。

0 → 20,925

４ 森林獣害対策事業 30,639

緊急雇用対策として、公的管理が必要な森林について、剥

皮防止を目的とした獣害対策を実施する。

0 → 30,639
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単位：千円

事 業 名 補正予算額 説 明
(現計予算額)

林野関係公共事業 345,750 １ 補助造林事業費 76,000

(2,381,488) 森林整備加速化・林業再生基金を活用し、間伐や路網の整

備を実施する。

国 153,650 843,700 → 919,700

繰 76,000 ２ 補助林道事業費 95,000

森林の有する多面的機能の維持増進を図るため、森林整備

起 116,100 の基礎となる林道の整備を実施する。

217,385 → 312,385

３ 補助治山事業費 134,750

集落周辺の荒廃地等において、治山施設の設置や機能の低

下した保安林の整備を実施する。

1,295,652 → 1,430,402

４ 単独治山事業 40,000

地域の林業活動に貢献するため、治山事業で開設した資材

搬入路の改良を実施する。

22,751 → 62,751


